
1 アウトオブバウンズ

(a) アウトオブバウンズ（OB）は白杭をもって表示する。

(b) 現にプレーしているホールのアウトオブバウンズの境界を越えて、他のホールではインバウンズとなるコースの別の部分に止まったとしても

アウトオブバウンズである。

(c) ９番ホール・１７番ホールティーショットで、２回目の打ち直しの暫定球がＯＢとなった場合、前方特設ティよりプレイング６でプレーしなければならない。

2 ペナルティーエリア

(a) 片側だけ定められているペナルティーエリアは無限に及ぶ。

(b) ペナルティーエリアが境界に隣接している場合、そのペナルティーエリアの縁はその境界まで及び、その境界と一致する。

(c) ペナルティーエリアの縁がコースの境界と一致する地点をプレーヤーの球が最後に横切ってからそのペナルティーエリアの中で見つかるか、そのペナルティー

エリアの中に止まったことが分かっている、または事実上確実な場合、ローカルルールひな型B-2.1に基づいて反対側の救済を受けることができる。

(d) 月例杯において5H・18Ｈで、レッドペナルティエリアに入った場合、ドロップエリアを使用することが出来る。

(e) 四大競技において5H・18Ｈで、レッドペナルティエリアに入った場合、ドロップエリアは、使用不可とする。

3 異常なコース状態（動かせない障害物を含む）

(a) 修理地

(1) アンダーリペア（修理地）は、白線又は青杭をもって表示する。

(2) 球がアンダーリペア（アンダーリペア内にて紛失した場合）または、

その区域がプレーヤーの意図するスイングの妨げとなる場合には、救済を受けなければならない。

(3) ジェネラルエリアでは、穴掘り動物（イノシシ等）により生じた損傷の区域は、救済が認められる修理地として扱われる。

(b) 動かせない障害物

(1) ジェネラルエリアにおいて、球が『人口建築物』（植木の支柱、マンホール、道路、排水溝、ヤード表示杭、網、電柵、スプリンクラー、一時的推積物）

等に接した場合はニヤレストポイントより1クラブレングス以内に、無罰でドロップすることが出来る。

(2) １０番ホールで、グリーン後ろの防護ネット裏に球が行った場合、ネットがプレーの線上に介在している場合は、

指定ドロップエリアに、無罰でドロップすることが出来る。

(c) カート道

(1) 舗装道路（カート道路）との境界と思われる地点から1グリップ以内をカート道とみなす。

(2) 舗装道路（カート道路）に球が止まった場合、左右いずれかのニヤレストポイントから１クラブレングス以内で、ホールに近づかず、

動かせない障害物による障害を避けられ、ハザード内でもグリーン上でもないコース上の個所に無罰でドロップできる。

(d) バンカー内の異常な状態

(1) バンカー内の、ひび割れた状態になっている所に球が入った場合、同じバンカー内のニヤレストポイントより

１クラブレングス以内に、無罰でドロップすることが出来る。

4 不可分な物

次のものは不可分な物であり、罰なしの救済は認められない：

(a) 所定の場所にあるバンカーライナー

(b) 樹木や他の常設物に密着させてあるワイヤ、ケーブル、巻物、その他の物

(c) ペナルティーエリア内にある人工的な護岸やパイリング（枕木等の構築物）。

5 プレーの中断

(a) 異常な気象状況（ゲリラ豪雨・落雷）等において、サイレンが短く何度も鳴った場合は、プレーを停止し、１０秒以上鳴った場合は、プレーの再開とする

6 練習

(a) ラウンド中の練習ストロークは指定練習場を除き全て禁止とし、行った場合は次のホールのスコアーに２罰打を付加する。

7 距離計測機器

(a) ナビの使用は、距離のみ表示されるものであれば使用することが出来る。

但し傾斜が表示されるものは使用不可とする。

8 プレーの進行

(a) プレー進行に留意し、先行組との間隔を不当にあけないよう注意すること。

尚、不当に１ホール間隔があいた場合、その組全員に初回の違反は警告、２回目の違反は２打罰、

その後更に同じ違反があった場合は競技失格とする。　（審議決定は競技委員会が行う）

(b) 月例杯においてショートホールでコールオン方式を採用することを認める。

9 グリーン上の注意

(a) グリーン上では、パター以外のクラブ使用を禁ずる。（但し、特別な場合を除く）

10 そのた

(a) 競技上処置について疑問のある場合、第一の球と第二の球をプレーできる。

その場合、プレー終了後、競技委員の裁定を仰ぐものとする。

11 ローカルルール、競技の条件の追加、変更

(a) 臨時ローカルルールは、クラブハウス内に掲示する。

12 組み合わせの変更

(a) 当日欠席が出た場合、組み合わせを変更することがある。

13 競技の短縮

(a) 天候等の状況により、競技を短縮することがある。

14 帽子またはサンバイザーの着用

(a) 危険防止と健康管理のため着用のこと。

15 参加の取り消し

(a) 委員会は競技中を含めいつでも、出場に相応しくないと判断したプレーヤーの参加資格を取り消すことがある。

16 行動規範

(a) プレーヤーまたはそのキャディーにエチケット違反、または非行があった場合には、委員会は警告、制裁を課すことがある。

また、重大な非行があった場合には規則1.2aに基づいて失格とする場合がある。

17 受付

(a) 競技参加者は、当日スタート時刻１５分前までに署名し、スタート時刻５分前まえまでにはﾃｨｰｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ周辺に

待機すること。遅れた場合は競技失格とする。

18 携帯電話の持ち込み

(a) クラブ競技においてコース内への携帯電話の持ち込みを許可する

(b) 四大競技においては、必ず電源をOFFにすること。

電源が入ってい居ることが発覚した場合は即座にOFFにしなければならない（この条件の違反の罰は競技失格とする。）
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